
亘理町告示第１３８号 

亘理町骨髄ドナー助成事業交付要綱を次のように定める。 

 平成３０年１２月１０日 

亘理町長 山 田 周 伸 

亘理町骨髄ドナー助成事業交付要綱 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、公益財団法人日本骨髄バンク（以下「骨髄バンク」とい

う。）が実施する骨髄バンク事業における骨髄又は末梢血幹細胞（以下「骨髄

等」という。）の提供を行った者に対し助成することについて、亘理町補助金

等交付規則（昭和６２年亘理町規則第５号）に定めるもののほか、必要な事

項を定めるものとする。 

（助成対象者） 

第２条 助成を受けることができる者は、骨髄バンクを介して骨髄等の提供を

した者又は骨髄等の提供に係る最終同意を行った後に当該骨髄等の提供が中

止された者で、次に掲げる要件のいずれにも該当するものとする。 

⑴ 骨髄等提供日（骨髄等の採取が完了した日又は最終同意を行った後に当 

該骨髄等の提供が中止された場合は最終同意をした日）に亘理町内に住所 

を有している者であること。 

⑵ 他の法令等により当該助成金に相当する補助金その他これに類するもの 

の交付を受けていない者であること。 

（助成金の額等） 

第３条 助成金の額は、次に掲げる骨髄等の提供に係る通院、入院又は面談を

対象とし、１日２万円、７日間を上限とする。ただし、骨髄等の採取術又は



これに関連した医療処置によって生じた健康障害に係る通院等は除くものと

する。 

⑴ 最終同意のための面談 

⑵ 健康診断のための通院（最終同意以降の通院に限る。） 

⑶ 自己血採血のための通院 

⑷ 骨髄等採取のための入院 

⑸ その他骨髄等の提供に関して、骨髄バンクが必要と認める通院等 

（助成金の申請等） 

第４条 助成金を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、医療機関で

の骨髄等の提供が完了し、当該医療機関を退院した日の翌日から起算して９

０日以内に、亘理町骨髄ドナー助成金交付申請書兼請求書（様式第１号。以

下「申請書」という。）に次に掲げる書類を添付して、町長に提出しなければ

ならない。 

⑴ 骨髄バンクが発行する骨髄等の提供が完了したことを証する書類（証明 

書） 

⑵ その他町長が必要と認める書類 

２ 町長は、助成の実施及び審査のため必要があると認めたときは、申請書及

び添付書類の記載事項について、申請者、勤務先、医療機関及び関係機関等

に対して、聴取することができる。 

（助成の決定等） 

第５条 町長は、申請書受理後、内容を審査の上、助成することを決定したと

きは、亘理町骨髄ドナー助成金交付決定通知書（様式第２号）により申請者

に通知し、第３条に定める額を遅滞なく申請者に交付するものとする。 



２ 町長は、申請書受理後、内容を審査の上、助成しないことを決定したとき

は、理由を付して亘理町骨髄ドナー助成金交付申請非該当通知書（様式第３

号）により申請者に通知することとする。 

（助成金の返還） 

第６条 申請者は、この要綱に違反し、その他不正な行為により助成金の交付

を受けた場合は、助成金を返還しなければならない。 

（その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める。 

附 則 

この告示は、平成３１年４月１日から施行し、骨髄等提供日が同年４月１日

以後の者について適用する。 


